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 要  旨 
インターネット等による情報量が増大する中，ノートパソコンや携帯電話等において様々な情
報が無線通信によってやりとりされている．その様な中で，超広帯域無線通信：UWB(Ultra Wide 
Band)を利用した高速かつ情報量の多い高速無線通信が注目を浴びている． UWB の特徴は従来
の無線通信方式と比較すると比帯域幅が 100%を超える様な超広帯域な周波数を利用することで
ある．それ故，既存の無線通信方式において利用する周波数帯を妨害しない程度の電力によって
送信する．米国連邦通信委員会(FCC)が公表した UWB のマスクは 3.1 GHz～10.6 GHz という超
広帯域を使用するものだが，帯域外においても高減衰を必要とする厳しい仕様であった．その様
な広帯域を満たすために今日まで様々な研究がなされているが，従来のフィルタの研究における
古典理論を用いた設計法ではこの様な広帯域を有したフィルタの設計は困難であった．しかし，
現在では様々な研究の成果によって広い通過帯域を有するフィルタの研究が発表されている．ま
た，最近では周波数帯を分割したマルチバンド方式が主流となっており，通過帯域及び帯域外特
性において様々な研究成果が発表されている． 
本研究ではフルバンドやマルチバンドの様な広帯域な通過特性を有するフィルタに関するマイ
クロストリップ線路構造を用いた基礎検討を行う．UWB フルバンドに対応したフィルタでは広
帯域な通過特性だけなく減衰極などを利用した急しゅんなスカート特性が課題となる．そこで本
検討では減衰極の制御機能付き結合線路を提案し，スカート特性の改善，及び減衰極を配置する
素子の削減を検討した．実験結果より，提案したフィルタは広帯域な通過特性を実現すると共に
通過帯域の近傍に減衰極を有し，良好なスカート特性を確認した．マルチバンドに対応したフィ
ルタにおいては近接したバンドに影響を与えない様に，急しゅんなスカート特性及び帯域外にお
ける減衰特性が課題となる．本検討ではλ/4 共振器結合型開放端スタブを提案し，急しゅんなス
カート特性及び帯域外における特性改善を図った．また，任意のバンドへの対応も併せて検討し
た．実験結果より，提案したフィルタは同様の回路構成を UWB の Lowband 及び Highband の
それぞれにおいて良好な実験結果を得ると同時に，複数の帯域へ対応可能な回路構成であること
を確認した．また，各フィルタと LPF を組み合わせたマルチプレクサにおいては組み合わせる際
にスミスチャートを用いた検討によって短絡となる周波数を回避し，特性の実現を図った．結果
より，それぞれの通過帯域を実現可能であることを確認した．  
 
